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校 長室 よ り

開 校 記 念 日 を 大 切 に ！

１ ９ ７ ７ 年 （ 昭 和 ５ ２ ） 年 ６ 月 ７ 日 、 む ら す ぎ 荘 で 秋 田 県 立 仁 賀 保 高 等 学 校 開 校 式 が 行 わ れ ま し

た 。 校 舎 が 未 完 成 の た め 、 ４ 月 １ ２ 日 、 旧 平 沢 中 学 校 の 仮 校 舎 で 入 学 式 が 挙 行 さ れ 、 第 １ 期 生 が 現

在 の 校 舎 で 高 校 生 活 を ス タ ー ト さ せ た の は 、 １ １ 月 １ ０ 日 、 眼 前 の 鳥 海 山 に は 、 新 雪 が 眩 し い く ら

い に 輝 き を 放 つ ほ ど の 快 晴 の 日 、 と 秋 田 魁 新 報 が 伝 え て い ま す 。 （ 創 立 １ ０ 周 年 記 念 誌 よ り ）

明後 日 ６ 月 ７日 （ 日 ） は４ ４ 回 目の 開 校 記 念日 で す 。 仁賀 保 高 校 の歩 み と 歴史 を 学 び 、

仁 高生 一 人 ひ とり の 胸 に 、未 来 に 向け て の ヒ ント が 芽 生 えて く れ れ ば幸 い で す。 こ の 願 い

を 抱き な が ら 、創 立 ３ ０ 周年 記 念 誌の な か か ら、 第 １ 回 創立 記 念 日 であ る 昭 和５ ２ 年 ６ 月

７ 日、 快 晴 の もと 行 わ れ た開 校 式 で、 生 徒 代 表、 村 上 剛 さん が 述 べ た宣 誓 文 を紹 介 し ま す。

私た ち 、 秋 田県 立 仁 賀 保高 等 学 校第 １ 期 生 ２７ ７ 名 は 、今 日 、 大 きな 喜 び をも っ て 開 校

式 を迎 え る こ とが で き ま した 。 こ こに わ が 校 の輝 か し い 歴史 の １ ペ ージ は 、 皆様 の 温 か い

ま なざ し の も とに 、 深 い 意義 を も って 開 か れ まし た 。

私た ち は 、 学校 創 設 に あた っ て 寄せ ら れ ま した 関 係 者 の方 々 の 御 尽力 な ら びに 、 本 日 の

式 辞や 祝 辞 に も述 べ ら れ まし た い ろい ろ の 御 激励 に 対 し まし て 、 感 謝の 気 持 ちで い っ ぱ い

で あり ま す 。

私た ち は 、 霊峰 鳥 海 の ごと く 高 遠に し て ､日 本 海の 如 く 洋 々と し た ､わ が 校 の歴 史 と 校 風

の 基礎 を つ く るた め 、 こ の感 激 と 誇り を も っ て、 勉 学 に スポ ー ツ に いそ し み 、秋 田 県 の 皆

様 の御 期 待 に 応え ら れ る よう 努 力 する こ と を 、こ こ に お 誓い い た し ます 。

仁高 生 諸 君 、村 上 剛 先 輩の 宣 誓 文は 時 空 を 超え て 、 皆 さん を 勇 気 づけ て く れま す 。 秋 田

県 民が 諸 君 の 成長 に 期 待 して い ま す。

優 し さ と 有 り 難 さ を 忘 れ な い ！

秋田 県 は ６ 月１ 日 （ 月 ）か ら 新 型コ ロ ナ ウ イル ス 感 染 症に 関 す る 新た な 対 応策 を 実 施 し

て いま す 。 私 たち は 今 後 も、 コ ロ ナウ イ ル ス との 共 生 を 意識 し た 立 ち振 る 舞 いを 行 っ て い

く こと を 確 認 しま し ょ う 。こ の よ うな 日 常 の 中で 、 皆 さ んに 忘 れ て ほし く な いこ と 、 そ れ

は 「共 助 」 の 精神 で す 。 「自 助 、 共助 、 公 助 」は 、 昨 年 ８月 末 、 に かほ 市 防 災訓 練 の 際 に、

講 師の 方 か ら 学ん だ キ ー ワー ド で す。

令和 ２ 年 度 がス タ ー ト して ２ ヶ 月が 経 過 、 この 間 、 マ スク の 着 用 が定 着 し てい ま す 。 今

年 度仁 賀 保 高 校に 対 し て 、に か ほ 市防 災 課 、 テク ノ ス 秋 田、 Ｐ Ｔ Ａ 会長 の 皆 様方 か ら マ ス

ク を寄 贈 し て いた だ き ま した 。 こ の場 を お 借 りし て 、 重 ねて お 礼 申 し上 げ ま す。 御 厚 意 を

有 り難 く 受 け 取り 、 学 校 で有 効 に 活用 さ せ て いた だ き ま す。

私た ち は 、 この 度 の 善 意を 忘 れ るこ と な く 、今 後 さ ら に、 地 域 や 社会 の 役 に立 つ 人 間 を

目 指し て 、 学 び続 け ま す 。生 徒 と 保護 者 の 皆 さん と 共 に 感謝 の 気 持 ちを 抱 き なが ら 、 教 職

員 の心 意 気 を 添え て 、 支 え合 い 助 け合 う 仁 賀 保高 校 で あ りた い と 思 って い ま す。

★ ア イ コ ンタ ク ト （ ｉ con t act） を 心 がけ て く だ さい 。 目 と 目で 通 じ 合い 、 face

to face で 向 き 合 いな が ら 、「 考 え な がら 行 動 す る」 笑 顔 の 素敵 な 人 間た れ ！

★ メ モ を とる 習 慣 を 確立 し ま しょ う 。 生 徒手 帳 を フ ル活 用 し て くだ さ い 。メ モ を と

る 習 慣 は 、将 来 必 ず 役に 立 ち ます 。

★ 意 識 力 ＝意 思 ・ 意 志（ 瞬 間 ）＋ 気 力 （ 持続 ） で す 。意 識 力 を 育成 す る こと で 、 学

ぶ 力 が 増 幅し ま す 。 考え た こ とを 継 続 し てや り 抜 き まし ょ う 。

★ Ｇ Ｔ Ｈ は、 「 疑 問 →探 究 → 発見 」 と い う学 び の 方 程式 で す 。

★ 「 自 己 有用 感 」 を 高め て く ださ い 。 そ のた め に あ なた は 何 に 挑戦 し ま すか ?

自 分 が 誰か の 役 に たつ た め には 、 感 謝 の心 と 自 己 肯定 感 を 持 つこ と が 大切 で す ！

★ Ｎ Ｐ Ｔ は仁 賀 保 高 校プ ロ グ ラミ ン グ 思 考の 略 称 で す。 Ｎ Ｐ Ｔ を意 識 し て、 学 び を

活 性 化 し まし ょ う 。 プロ グ ラ ミン グ は 、 Trial＆ Errorで 進 め ま しょ う ！


